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平版とは、凹凸のない平らな面を持った版を用いた版画
の形式です。石や金属などの平滑な版面に絵を直接描き、
水と油の反発作用を利用して刷るリトグラフは、この形
式に属します。
版形式には凸版、凹版、平版、孔版の 4 つがあります。
平版は他の版形式と異なり、版に「彫る」「腐食する」「穴
をあける」などの物理的な処理を加えて凹凸を作るわけ
ではなく、版面は文字通り平らなままです。版の上には
リトクレヨンや解墨（ラヴィー）などの油脂分を含んだ
描画材で描いた後、化学的な製版処理を施し印刷を行い
ます。そのため、はじめに描画したイメージが変わるこ
となく版として表現できるのが特徴です。平版は 1798
年頃にドイツでアロイス・ゼネフェルダーが発明した石
版印刷（リトグラフ）を基に、ガラスを用いることで微
妙な階調表現が可能なコロタイプや、現在多くの印刷物
に用いられているオフセット印刷などへと発展を遂げて
きました。
基本的な原理と刷りの工程は、版面上を水で濡らした時
に湿った状態を保つ親水性（保水性）の部分と、水を弾
いて油分を引き付ける親油性の部分を製版によって作り
出します。この相反する性質部分を持つ版面にローラー
で油性インクを盛ると、親水性の部分ではインクが弾か
れ付着せず、親油性の部分のみにインクは盛られます。
このようにしてインクが盛られた版の上に紙を乗せて、
専用のプレス機で圧力をかけることで転写します。また
オフセット印刷は版面にインクを盛った後に一度ゴム
ローラー（ゴムブランケット）に転写、そのゴムローラー
を紙に転がして印刷します。
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